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エグゼクティブサマリー
IDCは、APEX Custom Solutionsを利用している企業、特にAPEX Flex on DemandとAPEX Data Center 

Utility を利用中の企業に対して、当該企業が APEX Custom Solutions を活用することで得たコスト、俊

敏性およびビジネス成果への影響を明らかにするためにインタビューを実施した。これらの調査対象企

業は、デル テクノロジーズのストレージソリューションを使った従量課金制モデルへ移行したことで、自社

の環境のサイジングとストレージ容量利用の最適化を実現でき、ストレージコストを全体的に抑えられた

と認識している。さらに、これらの企業は、新しいストレージ機能にこれまでよりも容易かつ高速でアクセ

スできるようになったため、俊敏性が向上し、新しいビジネス機会への迅速な対応も可能となった。

インタビューを受けた企業は特に、 APEX Custom Solutions を利用してストレージを取得したことで、効率、 

生産性、収益面で大きく向上すると共に、明確なコスト削減も実現できたと述べている。具体的には以下の

通りである。

	● 23% 削減：年間の平均ストレージ運用コスト

	● 64% 削減：計画外停止で発生するコスト（生産性低下と収益損失の削減による）

	● 25% 削減：ストレージ取得コスト

	● 20% 増加：利用可能なストレージ容量

	● 92% 短縮：新しいストレージ容量の導入時間

	● 54% 減少：計画外停止の発生件数

	● 3万6,400ドル 増 ユーザー100人当たりの業務の成果 

(収益増とユーザー生産性向上の結果)
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概況
世界中の企業が、自社ビジネスを差別化し優位に立つため、テクノロジーを使ってITインフラストラク 

チャ、運用、プロセスの進化を押し進め、さらなるデータ主導化とデジタル化に向けてまい進している。 

こうした企業は、プライベートクラウド、パブリッククラウド、エッジロケーションのような複数の運用環境 

で実行される多様で重要なビジネスアプリケーションやワークロードに対応できるパフォーマンスと 

セキュリティをすべて備えた創造的なテクノロジーソリューションを求めている。また、企業は、非効率性

を払拭し、自社の戦略目標の達成を目指す重要な取り組みに集中するために、時間、資金、リソースを 

解放する方法を見つける必要がある。

これは、重要であるが達成困難な目標である。ビジネスとITのリーダーの多くは、予算とリソースに制約

があり、日常的なメンテナンスタスクから新しいイノベーションにリソースを容易には振り向けられない

と述べている。端的に言えば、主要なマイルストーンを達成するための資金とテクノロジーの専門知識を

持っていない。

今日、多くのコンサンプションベースのソリューションが用意されており、テクノロジーとサービスのコス

トを資本支出（CAPEX）から継続的な運用支出（OPEX）にシフトできる。これらのフレキシブルペイメント

ソリューションは、インフラストラクチャの運用コストと複雑さを減らし、安定した性能評価を維持し、ビ

ジネス変革を加速できる。これらの利点のすべては、オンプレミスのインフラストラクチャを含む新しいコ

ンサンプションモデルの迅速な採用につながっている。このオンプレミスのインフラストラクチャについて

は、パフォーマンス、サービスレベル、コンプライアンスの面で明確な利点も存在するため、利用継続に重

点を置く企業もある。

従量課金制モデルへの移行に伴い、各プロバイダーは、モデルの導入を容易にする価格設定、容量、サー

ビスに関して分かりやすい指標を使い、モデルの採用を容易に進められるようにしている。IDCの調査結

果から、顧客は柔軟なストレージ容量、簡素化されたストレージ管理、透明性の高い価格設定、堅牢なサ

ービスを提供するモデルを求めていることが分かっている。2019年の調査では、従量課金制モデルの採

用を推進する具体的な要因に関して、顧客に質問を行っている。顧客の挙げた推進要因のうち上位のも

のを以下に示す。

	● ハードウェア、ソフトウェア、サービスおよびサポートを改善、向上させる。

	● アプリケーションのコストをインフラストラクチャに見合ったものとする。

	● ストレージ容量コストを削減させる。

	● ビジネス成果を向上、改善させる。

	● ワークロードをスケーラブルなインフラストラクチャへ移行する。

APEX Custom Solutionsは 
柔軟性の高い支払い 
ソリューションであり、 
インフラストラクチャ運用の 
コストと複雑さを減らし、 
安定した性能評価を維持し、 
ビジネス変革を加速させる。
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	● 予算を運用支出（OPEX）として消化することで資本支出を抑制する。

	● ITに関わる日常業務を自動化し、負担を減らす。

最近、デル テクノロジーズは、これらの推進要因に対応する戦略的イニシアティブを発表し、エッジ、コア、 

クラウドをカバーするすべてのインフラストラクチャポートフォリオに渡るコンサンプションベースのas-a-

Serviceソリューションを拡充したポートフォリオを提供している。

APEX Custom Solutions
APEX Custom Solutions によって、顧客は事業に合ったカスタムソリューションを設計するための、適切

なテクノロジーとサービスを選択できる。これらのコンサンプションソリューションを利用して、容量をス

ケールアップまたはスケールダウンしたり、使用した分のみを支払うことができるため、経済的な柔軟性

が得られ、組織におけるアジリティを継続的に向上できる。

APEX Custom Solutions は、 APEX Flex on Demand と APEX Data Center Utility で構成される。

APEX Flex on Demand は、カスタム構成用の従量課金制フレキシブルコンサンプションモデルで、製品

レベルで測定された弾力性のある容量を提供する。顧客は、大規模な先行投資の必要なく、実際の使用

量に応じた支払いを行い、ビジネスの変化に対応するために必要なデル テクノロジーズの製品やサービ

スを手に入れることができる。

APEX Data Center Utility は、高度にカスタマイズ可能で、組織のデータセンター運用の一部またはすべ 

てを従量課金制モデルに移行できる。データセンターとその運用の管理を完全にサポートする専門的 

サービスが含まれるほか、実際の使用量に基づいた月次請求書払いが可能となる。

APEX Flex on Demand と APEX Data Center Utility の違いは、顧客の厳しい仕様を満足させるために 

各ソリューションがカスタマイズされる機会と規模にある。

以下の属性は、この2つのモデル間に共通な属性である。

	● 導入されたすべてのストレージ容量に対して予測可能なレートを確立できる。

	● 従量容量の価格設定を競争力のあるものにできる。

	● バッファー容量は使われた場合のみ請求される（使われなければ課金されない）。

	● 弾力性のある容量で、必要に応じてスケールアップ、スケールダウンできる。

	● 契約期間の終了時に複数のオプションが提示される。顧客は、月単位の契約への移行、契約期間の

延長、機器の返却などを選択できる。
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APEX Custom Solutions プログラムは、その能力から考えて、Flexible Con-sumption 3.0で要求され

る条件を満たしていると、IDCはみている。この条件には、ブランディングの一貫性の維持、製品を販売し

やすく使いやすくすること、ライフサイクルサービスの提供などがあり、これらすべてを透明な価格設定で

行っている。 APEX Custom Solutions は、これらの重要な基準を満たしていると、IDCはみている。 この

従量課金制モデルでは、顧客は、必要なハードウェアとサービスを選択し、資本支出を削減し、使用量に

応じて支払う運用支出へシフトするための柔軟性と選択肢が得られる。さらに、デル テクノロジーズには

市場へのリーチを広げるために、2,000社以上のパートナーが存在しており、それらのパートナーは、顧

客が重要な市場においてさらなる俊敏性と競争力を持てるように、すでにこのモデルを利用している。デ

ル テクノロジーズは投資を続け、広範なポートフォリオをカバーするさまざまなソリューションを1つの統

合されたプログラムに再構成している。このプログラムによって、同社は急速な拡張を続ける市場の需要

に対応し、テクノロジーインフラストラクチャソリューションを大規模に提供できる。

 
ストレージ向けAPEX Custom Solutionsの
ビジネス価値
調査対象企業の特性
IDCは、 ストレージ向け APEX Custom Solutionsの利用に関して、 9社にインタビューした。このインタ

ビューは定量的および定性的な両面から構成されており、デル テクノロジーズの従量制フレキシブルコ

ンサンプションの導入による各社のコスト、運用、ビジネスへの影響を把握できるように設計されている。

インタビュー対象であるデル テクノロジーズの顧客は比較的大規模であり、平均すると従業員数が1万 

3,756人、年間売上規模が172億5,000万ドル、中央値で見ると従業員数が2,100人、売上規模が3億

5,000万ドルであった。インタビューを受けた企業は、北米およびEMEA（欧州、中東およびアフリカ）に拠

点を置く企業であり、さまざまな業種を代表している。最も多い業種は、通信／メディア（4社）と専門的 

サービス（3社）であるが、医療（1社）と製造業（1社）も含まれる。 Table 1 にこれらのインタビューを受け

た企業の詳細をまとめている。
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APEX Custom Solutionsの選択と利用
インタビューを受けた企業は、 デル テクノロジーズのITインフラストラクチャリソース向けの従量課金制

モデルへの移行を選択した理由についてさまざまに述べている。しかしその基本的な要素に関して、すべ

ての調査対象企業が、自社の企業運営とIT運用には、ビジネス要件とコストを密接に整合させ、ビジネス

チャンスを創り出し、それに取り組める柔軟性を提供するアプローチが必要である、と結論付けていた。

インタビューを受けた企業は、 APEX Custom Solutions は、テクノロジー、 ストレージ容量の提供手段、

ソリューションの設計という観点から見て、確実な価値を提案しており、それを利用することでITリソース

を確保するために資本支出ベースのモデルから決別できたと述べている。インタビューを受けた企業は、

デル テクノロジーズの APEX Custom Solutions を使い、ITインフラストラクチャを導入する判断を行った

基準として以下を挙げている。

	● 使用に合わせた支出：「デル テクノロジーズの APEX Flex on Demand の一番の利点は、ストレージ 

に必要な支出を進行中のプロジェクトの数に、いつでも合わせることができることです。デル テク 

ノロジーズは、このタイプのオンプレミスオンデマンドモデルを提供している唯一のベンダーで 

した」

	● 真の従量課金制モデル：「デル テクノロジーズの APEX Flex on Demand を選定したのは、それが 

真の従量制モデルであるためです。他の複数のベンダーも検討しましたが、それらはリース以上

のものではないと結論付けました」

	● クラウド的なインフラストラクチャの提供：「私たちは、オンプレミス環境をよりクラウド仕様に近

づける方法を検討し、これを APEX Flex on Demand モデルを通じて推進しようとしています」

TABLE 1  インタビューを受けた企業の企業特性

平均値 中央値

13,756 2,100

1,441 60

747 38

172億5,000万ドル 3.億5,000万ドル

カナダ（3）、米国（3）、英国、オーストラリア、ニュージーランド

通信／メディア（4）、専門的サービス（3）、医療、製造業

従業員数 

ITスタッフ数 

ビジネスアプリケーションの数

年間収益 

国 

業種

 Source: IDC, 2020
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調査対象企業は、自社のストレージ環境向けにデル テクノロジーズの従量課金制モデルを主に使用して

いると述べたが、インタビュー対象にはハイパーコンバージドシステムとデータ保護機能を採用している

企業も2社含まれていた。 Table 2には、これらの企業がデル テクノロジーズのソリューションを使って、い

かに大規模なストレージリソースを利用しているかを示している。この表から分かるように、平均で8台の

ストレージアレイとほぼ9PBのストレージ容量を利用している。全体として、デル テクノロジーズのこれら

のモデルによって得られたストレージは、インタビュー対象企業のストレージ環境のほぼ半分を占めてお

り、強力なストレージパフォーマンスと柔軟性を必要とするビジネスアクティビティにおけるストレージと

して主要な役割を果たしていた。

	● メディア／通信業界の4社では、重要であるが変化の激しいストレージ要件と時間に敏感なビジネス

要求に直面していた。

	● プロフェッショナルサービスのプロバイダー3社では、大きく変動するクライアントの要求に対応する

ため、最高品質のサービスを提供すると共に、高性能ストレージインフラストラクチャに依存する必要

があった。

	● 製造業者では、クラウドに極めて近い使い方の下で業務全体にストレージを提供できるオンプレミス

ストレージソリューションを必要としていた。

	● 医療機関では、最新かつ最高のパフォーマンスのストレージ容量を継続的に提供するための費用対

効果の高い方法を求めていた。

インタビューを受けた企業は、自社のビジネスを続ける上で必要なストレージ容量を確保するために、 

オンデマンドプロビジョニングと APEX Custom Solutions の双方を大いに利用している。 Figure 1 に示 

されるように、これらの企業のストレージのほぼ60％はオンデマンドデリバリーモデルに依存しており、

その大半（86％）はデル テクノロジーズのモデルである。 全体的に見て、 調査対象企業において、 APEX 

Custom Solutions を利用しているストレージ容量は、各社の全体の半分未満（49％）である。

TABLE 2   インタビューを受けた企業におけるAPEX Custom Solutionsの 
利用状況

ストレージアレイ数

平均値 中央値

容量（TB）

ストレージ環境全体に占める比率

8 1

8,929 1,685

49% 50%

 Source: IDC, 2020
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ビジネス価値と定量的なベネフィット
インタビューを受けた企業は、 デル テクノロジーズの従量課金制モデルを利用することで、ストレージリソ

ースの使用を最適化し、必要とされる俊敏性を高めることができるため、コストを大幅に削減できると述

べている。この利点によって、インタビューを受けた企業はコスト削減とビジネス上のベネフィットを確実

に享受できる。IDCが計算したところ、インタビューを受けた企業は、自社のストレージ環境の運用コスト

を平均で23％削減しているにもかかわらず、収益と従業員の生産性が増加するというベネフィットを得て

いる。調査に参加した企業は、 デル テクノロジーズのフレキシブルコンサンプションモデルが自社のコスト

とビジネス能力にどのように影響したかについて、次のような具体例を挙げている。

	● コストを使用に結び付け、ビジネス判断に活用する能力：「デル テクノロジーズの APEX Flex on 

Demand の利点は、予備のストレージ容量があり、これを必要に応じて使用し、その使用分のみを 

支払えば済むということです。この予備容量を使う価値があるかどうかのビジネス判断を柔軟に

行うことができます」

	● はるかに少ないコストで最新のテクノロジーを利用できる：「運用コストの視点から、価格が最大

の利点であることは明白です。いまのところ欠点はありません。最新のテクノロジーを購入した場

合にかかるコストの何分の一かを支払うだけで、実質的にそれを手にしています」

俊敏性と拡張性の向上によってビジネスを維持しながら同時にコストを最適化するというテーマは、デ

ル テクノロジーズの顧客とのインタビューで確認することができた。Figure 2は、デル テクノロジーズの

フレキシブルコンサンプションモデルを使用したことで、インタビューを受けた企業がストレージ環境を

いかに少ないコスト（平均で23％）で購入、使用、サポートできたかを示している。ストレージハードウェ

APEX Custom Solutions:

フレキシブルコンサンプションの86%；
全体の49%

10%

49%
41%

APEX Custom
 Solutionsを利用

その他のフレキシブル
コンサンプションソリューションを利用

従来の
（オンデマンドではない）
ソリューションを利用

 Source: IDC, 2020

FIGURE 1   インタビューを受けた企業のストレージ容量に占める 
APEX Custom Solutionsの割合（％）
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アのコスト、ストレージ運用コストおよびストレージに関連した計画外停止に起因するユーザー生産性

と収益の喪失コスト （Figure 2 を参照）という点に関して、 年間100TB当たり1万ドル以上（企業当たり

90万ドル以上）の節約があったことが示されている。

ストレージ運用コストの削減
調査対象企業は、 デル テクノロジーズのソリューションを利用することでストレージ容量の購入コストを

最適化できたと報告している。データ環境の規模とストレージ要件を考えると、インタビュー対象企業は、

パフォーマンスや柔軟性を犠牲にすることなく、ストレージのコスト効率を高める方法を見つけるという

ビジネス上の課題に直面している。これらの企業では、ストレージ購入のこれまでの手段、つまり資本支出

（CAPEX）としてストレージを購入することに関連して、ストレージ容量とコストを最適化することを課題

として挙げている。

	●   オーバープロビジョニング（過剰配備）： 従来のストレージモデルでは、企業は予測される需要に

対応するために過剰にプロビジョニングすることが多く、長時間アイドル状態となるか、まったく使用

されない場合もある。

	● 非効率的な使用： 企業がタイムリーに簡単にストレージ容量を追加できない場合、ビジネスの需要

を満たすための企業全体の俊敏性が鈍り、必要に応じてストレージリソースをリダイレクトする能力

は、リソースの利用パターンに影響を与え、非効率さを生み出す。

	● 実際のコストに対する可視性の欠如： 企業が、アプリケーションのオーナーに正確なストレージコ

ストを割り当てられない場合、オーナーはアプリケーションやサービスのニーズに合わせて容量のス

ケールダウンやスケールアップがしにくくなる。
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FIGURE 2  平均ストレージ運用コスト
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	● 運用支出モデルへの移行：従量課金制モデルを使い、企業は、大きな先行資本投資コストを避ける

ことができる。OPEX駆動型のストレージモデルによって、全体コストは変わらないとしても、限られた

予算をより柔軟に利用できる。

調査に参加した企業は、デル テクノロジーズの従量課金制 モデルをどのように活用してストレージリソー

スを費用対効果が高い状態で維持し、資産の効率的な利用ができるように自社の環境を適切なサイズに

するかに関して、次のように語っている。

	● 予測可能なコストと要求に合わせたサイジング：「デル テクノロジーズのAPEX Flex on Demandの
ベネフィットは、コストが予測可能であることに尽きます。これによって、ストレージコストの予算がさ
らに上手く組めるようになりました。また、APEX Flex on Demandの構造をプランニングし、これから
の5年間、必要なものが提供されるようにサイジングを行いました。当社は、ついにストレージをユー
ティリティに変えることができました」

	● オーバープロビジョニングの回避： 「APEX Flex on Demandを使い、 ストレージリソースの過剰プ 
ロビジョニングを避けることが可能になりました。これまでの機器は設備投資コストで購入されてき
たため、過剰なプロビジョニングを避けることはできなかったでしょう」

	● クライアントの要求を満足させながらコストモデルとして運用：「現時点で、当社のクライアント
は、我々がパブリッククラウドを利用することを認めていないため、オンプレミスインフラストラクチャ
を使い続ける必要があります。 APEX Flex on Demandモデルでは運用支出モデルが可能なため、 一
度に数百万ドルをすべて支払うことはなく、これは会社のキャッシュフローに貢献します」

	● 変化するビジネスのデマンドを満足させる柔軟性を持ったコストの整合：「当社におけるAPEX 
Flex on Demand の利用方法は、 さらにコストの調整に深く関連しています。 この意味は、 APEX Flex 
on Demand によって、 コストを柔軟に増減できるという意味です。 ストレージ容量を段階的に増やす
必要がある場合でも、一度に全必要量を購入する必要はありません」

	● アプリケーション運用コストの可視性、コストに関してアプリケーションのオーナーと話し合い

ができること： 「我々にとって、 APEX Flex on Demand は公正なコスト透明性へのジャーニーの一
部です。つまり、オーナーのアプリケーションと作業のコストの内容に関して、はるかに良い見通しが
得られるように試みています。こうすることでオーナーのビジネスアプリケーションに関して、オーナ
ーと会話ができるというベネフィットが得られます。このような会話とコストの中身の理解に基づい

て、オーナーが移行を望んだ場合、我々はそれに応じることができます」

Figure 3 は、 調査に参加した企業が、デル テクノロジーズの従量課金制ソリューションを用いることで、効率 

を確保すると同時にリソースのオーバープロビジョニング（過剰配備）を避け、その結果、事業活動をサポー

トする上でいかに効果的にストレージを提供することができたかを示している。これらの企業は、コストを増

やすことなく企業当たりほぼ 1.5 PB のストレージ容量を追加し、 効率的なストレージ環境を平均で約20％ 

増加させることができた（あるインタビューを受けた企業は 2.5 PB までストレージ容量を増加させた）と報

告している。
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Figure 4 は、インタビューを受けた企業が、 同じワークロードを実行するストレージ容量を購入するために、 

デル テクノロジーズのフレキシブルコンサンプションモデルを利用することで得られたコスト面での利点 

を示している。調査に参加した企業はオーバープロビジョニングを回避し、利用可能なストレージ容量を

さらに効率的に使うことで、ストレージ購入費用を25％削減できた。この結果、達成されたコストの削減

は、一企業当たり年間で50万ドル以上である。調査に参加した企業にとっては、これは変化し、成長し続け

るビジネス需要をコスト効率良くサポートする自社の能力に大きな進歩があったことを示している。
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FIGURE 3   企業当たりの利用可能なストレージ容量

FIGURE 4  同一ワークロードに要するストレージコスト
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ストレージの運用効率
インタビューを受けた企業は、 デル テクノロジーズの従量課金制モデルへの移行によって、自社のストレ

ージ環境に関連する継続的な支出を減らすことができたとも述べている。この運用コストには、スタッフが

管理に費やした時間と電気料金や施設設備などの費用が含まれている。

調査対象企業では、 デル テクノロジーズのソリューションを使い、これらの運用コストを全体として平均で 

5％削減し、さらに自社のビジネスを支えるストレージの調達と運用に関する全体コストの削減に貢献し

ている。インタビューを受けた企業の数社は、ストレージへのアクセスの容易さによって、自社のストレー

ジインフラストラクチャとサポートチームの日々の管理や運用のタスクが容易になったと説明している。

この利点に関して、調査対象であった1社は次のようにコメントしている。「我々のインフラストラクチャ 

メンテナンスチームは、 その時間をメンテナンスだけのために使うのではなく、 デル テクノロジーズの APEX  

Data Center Utility を使うことで、どのような進歩や他のサービスを実現できるかを追求しながら積極的

に使っています。我々は、こうして、新しい製品の開発を進めており、我々のソリューションとクラウドへの 

移行に役立つあらゆるタイプのテクノロジーに目を向けています。現在は、ハイブリッドクラウドベースの

新規サービスに焦点を合わせています」

Table 3 に示されているように、インタビューを受けた企業は、 これらのチームに関しては平均で3％の効率

向上を達成しており、これは、スタッフ1人当たり約50時間が、他の活動や取り組みに使えることを意味する。

調査対象企業は、ITスタッフの効率向上に加えて、その他の運用効率の向上も確認している。たとえば、適

切な規模で利用できることによって、ビジネスオペレーション全体を通して効率的なリソース配分が可能

なため、ストレージアレイ運用に必要な電力とスペースを抑制することができる。

IDCの計算では、調査に参加した企業は自社の電力とスペースのコストを平均で12％削減できる。これ

は、100TB当たり年間500ドル（企業当たり4万5,000ドル）の節約に相当し、前述したように全体として5％

の運用効率化に貢献している。

TABLE 3  ITインフラストラクチャチーム：効率

 APEX Custom 
Solutions

採用前／未採用
差

年間1企業当たりのFTE（Full Time Equivalent）

APEX Custom 
Solutions

採用後
デルで得られる

ベネフィット

9.8 0.39.6 3%

同等のワークロードについて、
年間1企業当たりのスタッフ時間の価値 98万ドル 2万5,000ドル95万5,000ドル 3%

Source: IDC, 2020
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収益と生産性のベネフィット
インタビューを受けた企業は、デル テクノロジーズのストレージ向け従量課金制モデルへの移行によって、 

その企業が自社のビジネスに対する制約を克服する上で、どのように役立ったかについても述べている。 

これらのデル テクノロジーズの顧客にとって、 他のIT運用やビジネスの運用を中断することなく、ストレー

ジへのアクセスを継続できることは、新しいビジネスチャンスに取り組み、対応していく上で必須の能力で

ある。

調査に参加したほとんどの企業は、自社のサービスと製品が、多量のデータに依存する業界で競争してい

るため、ストレージの可用性とパフォーマンスが最重点事項である。そのため、既存のストレージリソース

が十分に活用できないことによって、ビジネス機会での優位性維持に必要な俊敏さと拡張性の維持が困

難となり、その機会を逃してしまうことがあった。

調査に参加した企業は、 APEX Custom Solutions によって、ビジネス競争に参加し勝ち残るために必要な

柔軟性、俊敏性、拡張性がどのように得られたかに関する多数の事例を挙げている。調査に参加した数社の

企業は、時間に敏感で、絶えず変化し続ける顧客の需要に対応するために、バースト機能を活用したと述べ

ている。調査に参加した企業は、 APEX Custom Solutions を使って、自社の顧客のニーズにどのように上手

く対応ができたかについて、事例を紹介している。

	● ストレージのバーストが可能になったことによるビジネスのタイミングパターンの変化：「APEX 

Flex on Demandの採用を決めた主な理由は、 自社が十分なストレージ容量を持っていないことで入

札が困難となるプロジェクトに対し、 これを可能にする能力を持ちたいということでした。 APEX Flex 

on Demandのバースト機能を使うことで、以前は6～8週間もかかっていた長いプロセスが、今は管理

設定に1時間もかかっていません」

	● クライアントへ従量課金制モデルを提供し、データセンター運用のスケールアップ／ダウンを行う

能力：「1番の利点は、クライアントが求めていた従量課金制モデルを提示できることです。2番目の利

点は、厳密なITの視点から、ビジネス要件に対応してデータセンターの運用を調整できることです」

	● 計画外のビジネス需要に対応するためのストレージ容量にアクセスできる能力を所有する：

「APEX Flex on Demandは、 ストレージの可用性の観点から、俊敏性を高めるのに役立ちました。 

ビジネス需要に対応するためにストレージの準備はすでにできています」
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Table 4は、デル テクノロジーズのストレージ向けフレキシブルコンサンプションモデルを利用することで、

調査に参加した企業のビジネスに与える目に見える効果を示している。調査に参加した企業は、ストレー

ジへのオンデマンドアクセスにより、平均で年間362万ドルに相当する収益増があったとしている。これら

の企業は、この収益の増加を、より多くのビジネス機会への対応、顧客や見込み客に提供するまでの時間

の短縮と結び付けた。また、これらの企業は、サービスプロバイダーとして、あるいは製品／サービスの作

成と提供において、ストレージ環境の限界を押し上げて顧客をサポートできると確信している。

 

 

 

 

 

 

 

 

前述したように、ストレージに関して従量課金制モデルに移行することで、調査対象企業は、ストレージリ

ソースの購入と運用コストを大きく減らすことができた（平均で23％削減）。 また、 Figure 5 では、ストレー 

ジの俊敏性、パフォーマンスおよび信頼性が向上したことで企業が手にした重要な価値を示している。 

IDCでは、インタビュー対象であるデル テクノロジーズの顧客は、収益増とユーザーの生産性という観点で、 

平均で100ユーザー当たり3万6,400ドル（企業当たり441万ドル）相当のベネフィットが見込めると試算し

ている。（Figure 5を参照）。

 

TABLE  4  ビジネスオペレーションへの影響：収益

年間総収益増

ビジネスへの影響 - ビジネス機会へのさらなる取り組みから得られる収益

企業当たり 100ユーザー当たり

年間総純収益*

362万ドル 2万9,900ドル

54万2,400ドル 4,500ドル

* マージンが15％であると仮定 Source: IDC, 2020
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FIGURE 5  ビジネスベネフィットと運用ベネフィット
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ビジネスの俊敏性の改善
完全に新しいストレージ、つまり新しいストレージアレイの配備に必要なサイクルタイムという観点で、デル  

テクノロジーズの APEX Custom Solutions の採用は調査対象企業に劇的な影響を与えた。企業には、も

はや承認、申込み、納入、導入の長い調達サイクルに関わる必要性がなくなり、新しいストレージの立ち上

げに要する時間を4週間以上から2日未満に短縮できた。これは、 92％の改善になる（Figure 6を参照）。 

これは、ビジネス需要を満たすストレージの提供に関わる俊敏性が大きく向上しただけでなく、プロビジ

ョニング作業担当のITチームメンバーが必要とした片手間の作業時間を節約できたことを意味している。

 

 

 

調査対象企業は、ストレージの信頼性とパフォーマンスを向上させた。これらの企業は、自社のストレージ

テクノロジーに関連した問題はほとんど挙げてないが、容量が限界に達し、新しい容量が迅速に提供で

きない場合に生じる課題について述べている。

あるインタビュー対象企業は次のように述べている。「当社のストレージ利用率は92％や93％に達するこ

とがしばしばあり、これが問題となっていました。 APEX Flex on Demand を使うことで、この利用率を3分

の1に下げることができました」
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FIGURE 6  新しいストレージの導入に要する時間
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ストレージ容量をビジネスのニーズに確実に一致させることができる結果として、調査対象企業では、スト

レージが関係した計画外停止の頻度と影響を最小に抑えることができたと述べている。これらの企業は、

計画外停止の頻度を半分以上も減らすことができ（平均で54％減少）、そのような停止がビジネスオペ 

レーションに及ぼす全体的な影響を64％削減した（Table 5を参照）。 実際のところ、これは、平均的なユー 

ザーでは停止によって失われていた生産的な時間を年間1時間からわずかに22分に短縮したことを意味

している。これはビジネスリスクと潜在的損失がかなり削減されることを表している。

インタビュー対象であるデル テクノロジーズの顧客は、強力なアプリケーション性能を保証できる能力は、 

従量課金制モデルの利用によるものであるとしていた。影響を受けるアプリケーションはインタビュー対

象企業ごとに異なるが、バックアップ環境とデータリカバリー環境に加えて、顧客対応、設計、視覚効果、デ

ータベース、エンタープライズ運用アプリケーションのようなビジネスクリティカルなワークロードが含ま

れている。パフォーマンスの改善は、ストレージリソースを利用して最適な性能レベルをより迅速に提供で

きる企業の能力と関連している。調査に参加した企業は、有効なストレージ容量を平均で16％増やしたと

報告している。また、直接的なベネフィットとしては、ストレージのアップグレードが非常に容易であること

を示している。

インタビューを受けたある企業は、次のように述べている。 「デルのAPEX Flex on Demand を使うことで、 

パフォーマンスが大幅に改善されました。提案されたストレージの中で最速のストレージを手に入れるこ

とができ、 その上、 これまではサイズを基準にしてストレージを購入してきましたが、 デルのAPEX Flex on 

Demand を使うとこれまでのコストの何分の一かで済んでいます」

この種のパフォーマンスに関連したベネフィットは、企業に特有であり定量化は困難であるが、顧客と従

業員へ最高品質レベルのパフォーマンスのアプリケーションとサービスを届けようとしている企業にとっ

ては重要なベネフィットである。

 

TABLE 5  計画外ダウンタイムの影響

 Source: IDC, 2020

APEX Custom
Solutions

採用前／未採用
差

年間頻度

APEX Custom
Solutions
採用後

デル採用の
ベネフィット

2.2 1.21.0 54%

生産性喪失時間（年間、1ユーザー当たり） 1.0 0.70.4 64%

年間、1企業当たりの生産時間の喪失 (FTE) 6.6 4.22.4 64%

生産性喪失コスト（年間、1企業当たり） 45万9,900ドル 29万3,600ドル16万6,300ドル 64%
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課題／機会
デル テクノロジーズが抱える課題は、ほとんどのクラウドやインフラストラクチャのプロバイダーと同様に、

しばしば異なる視点を持つさまざまな利害関係者に対し明確な価値提案を行うことである。マルチクラウ

ドの世界で利用可能なさまざまな運用モデルの利点を、プライベートクラウド、パブリッククラウド、リモー

トエッジロケーションにおいて明確に位置づけていくことが重要である。

ユーザー企業との会話の中でフ従量課金制モデルに言及すると、問題はいっそう複雑になる。従量課金制

モデルが提供する独特な機会と利点を伝え、IT、財務、調達または製品のグループのリーダーとコンセン

サスを構築することは、困難な課題である。これらの課題を克服するには、さまざまな利害関係者の重要

な目的に対処するためにストレージ容量、電力、サービス、コストの主要な指標に焦点を合わせることが

重要である。これらの指標が、企業の戦略的ビジネスニーズの推進をどのように可能にするかを示すこと

は、コンセンサスを構築する上で重要である。

あらゆる新しい取り組みと同様に、これらの取り組みは、断片化またはサイロ化された組織構造のため

に、失敗に終わる可能性がある。これらの多様な運用モデルと従量課金制ソリューションの双方の採用を

推進するためには、企業内を歩き回り、主要な利害関係者間で合意を取り付ける能力が必須である。

IDCでは、密接な相互関係を持つハイブリッドクラウド運用モデルと従量課金制モデルの双方の採用を推

進するために、 デル テクノロジーズが、 その販売部隊、 パートナーおよび顧客の教育とトレーニングへの

投資を続けることを推奨する。これらのモデルの採用が加速すると共に、デル テクノロジーズは、その直販

部隊とそのパートナー内に専門家集団（Center of Expertise）を設立するために主要な知見と専門知識

を活用すべきである。専門家集団は、学習曲線とセールスサイクルを短縮するための指標、販売ツール、ト

レーニング資料を提供する。これらのソリューションを迅速に提案、テストおよびスケーリングするツール

の提供は、ソリューションの市場導入を加速する鍵となる。

APEX Custom Solutions のビジネスチャンスは大きい。IDCでは、顧客がテクノロジーを所有せずに利用

し、必要に応じてストレージ容量をスケールアップまたはダウンする機会を受け入れるにつれて、従量課

金制ソリューションの採用が加速すると考えている。実際に、IDCでは、2024年までに、データセンターイン

フラストラクチャの半分以上がas-a-Serviceモデルとして使われ運用されると予測している。顧客は、今日

の競争が激しいビジネス環境で勝ち残るために必要な俊敏性とコストの予測性を得るために、この「as-

a-Serviceモデル」を採用することが背景である。

IDCは、メッセージを統合し、すべてのコンサンプションとas-a-Serviceのソリューションを一つの傘の下で

その一貫性を推進することによって、デル テクノロジーズが最も重大な課題の一つに対処し、自社内の製

品グループのサイロを排除して全体的な複雑さを軽減できると考える。一貫したアプローチとシンプルな

提案でこの問題に対処することで、デル テクノロジーズは販売プロセスを改善し、パートナープログラムを

強化し、顧客の混乱を軽減できる。

顧客である企業は、 
今日の競争が激しいビジネス
環境で勝ち残るために 
必要な俊敏性とコストの 
予測性確保のために、 
as-a-Serviceモデルを 
採用するようになり、 
2024年までに、データセンター
インフラストラクチャの 
半分以上がas-a-Service 
モデルとして使われ運用される
とIDCでは予測している。
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このビジネスバリューに関する調査が強調しているように、 APEX Custom Solutions は、企業に、コスト

と使用の整合を取る能力と変化する需要に対応する柔軟性を提供している。これらのモデルを促進要因

に注意を払い、販売部隊とパートナーの教育への投資を継続的に行うことで、この急成長分野におけるデ

ル テクノロジーズの成功を確実なものとするであろう。

結論
コンサンプション、すなわち使用量をベースとし、as-a-Serviceモデルを採用することで、組織のITインフラ

ストラクチャのパフォーマンス、効率、可用性、スケーラビリティ、および管理されたユーティリティがビジネ

スの要求に適合し、より予測可能な結果がもたらされる。これらの新しいテクノロジーコンサンプションモ

デルは、非効率性を排除し、重要なイニシアティブのために時間、資金、リソースを解放する。

2016年以来、IDCはコンサンプションベースのas-a-Serviceモデルの促進要因とその影響を調査してい

る。そのデータからも明らかなように、このモデルのシンプルさ、柔軟性、透明性によってIT資産に対する投

資と維持の複雑さが軽減され、運用コストが削減され、さらにITスタッフのワークロードが軽減されること

に企業は気づいている。

このモデルを利用することで、企業は、成功に必要な俊敏性とスピードを持って急速に変化するビジネス

ダイナミクスに対応できる。結局のところ、今日の流動的なビジネス環境で成功するには、迅速なイノベー

ションが必要であり、迅速なイノベーションを実現するためには拡大する需要に対応できる俊敏なITアー

キテクチャと従量課金制モデルが必要である。

IDCの調査では、運用コストの削減と主要なビジネスイニシアティブのサポートに関して、企業がAPEX 

Custom Solutionsで実現できる主要な価値を示している。デル テクノロジーズのストレージの従量課金

制モデルへ移行することで、調査に参加した企業は、ストレージ関連の年間コストを23％削減できたのみ

ならず、ストレージ容量の需要に対応し、全体的な俊敏性を向上させる自社の能力も改善できている。

データを通じて自社の価値を差別化する新しい方法を見つける必要がある競争の激しい市場で事業を

展開している企業にとって、コンサンプションベースのas-a-Serviceテクノロジーソリューションは、競争力

が次第に高まるという重要な利点を提供できる。
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補遺
調査方法
本プロジェクトにおいてはIDCの標準的なビジネスバリューに関する調査方法が使用されている。本調査

方法は、インフラストラクチャ向けの APEX Custom Solutions、 つまりデル テクノロジーズの APEX Flex 

on Demand サービスと APEX Data Center サービスを基盤として現在使用中のユーザーから収集したデ

ータに基づいている。これらのソリューションを使用している企業とのインタビューに基づいて、IDCは、以

下のようにしてベネフィットとコストを計算した。

	● インタビュー中に、 APEX Custom Solutions 使用前後の影響評価を利用して定量的なベネフィット

情報を収集する（本調査では、ストレージおよびITに関連したコスト削減、スタッフの時間の節約、生

産性向上、収益増がベネフィットに含まれる）。

	● インタビューに基づいて、 APEX Custom Solutions 利用の年間コストとこのソリューションの導入に

関連するコストを含む完全な投資プロファイルを作成する。

IDCは、以下の仮定をベースにして財務分析を行っている。

	● 効率化とマネージャーの生産性によるコスト削減を定量化するに当たり、時間の価値に会社負担の

給与（給与に福利厚生および諸経費として28％を加算）を乗じて計算する。こうした分析を行うに当

たり、IDCは、ITスタッフメンバーの会社負担の平均的な給与を年間10万ドル、非ITスタッフメンバー

の会社負担の平均的な給与を年間7万ドルというIDCの標準給与の想定額を使用している。

IDC Note: 本調査レポートに含まれる数値は、四捨五入などの影響によって、合計値が一致しない場合がある。
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